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畠 山 哲 夫
準結晶の原子構造は,結晶ともランダム系とも異なることから,その電子状態も双方におけ
る電子状態とは異なったエキゾチックな性質を持っと期待され,数多くの理論的研究が行われ
ている｡特に1次元準結晶については研究が活発に行われ,準周期に由来する特異な電子構造
が報告されてきた｡2次元の準結晶であるペンローズ格子上の電子状態に関する報告は,まだ
緒にっいたばかりで,シミュレーション的考察が主流である｡
さて私は,-様な磁場をかけたペンローズ格子の1電子状態のエネルギースペクトルを強結
合近似を用いて数値的に求め,次の結果を得た｡
(1)状態密度は磁場中でもェネルギー0を中心に鏡映対称を持ち,しかもエネルギーOの所に
幅0の鋭いピークをもつ｡このピークを構成する状態は,外場の無いときと同様,原点を中
心にある幅のサークル状に完全に局在した くringstate"である｡
(2)エネルギー準位は,周期系のランダウ準位に類似した準位に集積する傾向を示す｡
(3)エネルギースペクトルを磁場の強さに対 して措いた形状は自己相似の構造を持ち,その周
期は準周期的である｡
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